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令和７年第２回（７月）組合議会定例会 
番

号 
議席 
番号 氏 名 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 答 弁 者 

 
1 

 
5 

 
本 橋   貢 

 
1. 汚泥再生処理センタ

ーの施設整備基本計

画について 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2. 山林火災の対応につ

いて 
 

 
(1) 清流園・渓流園・小鹿野処理セ

ンターの処理場別の令和5年度・

6 年度の一日平均の投入量と処

理量について 
 
(2) 市町別の浄化槽基数、合併浄化

槽・単独浄化槽・汲み取り・行政

施設・公衆トイレ等の数 
 
(3) 汚泥再生処理センター施設整

備基本計画「概要版」令和 7 年 3
月秩父広域市町村圏組合の資料

から 
 
(4) 汚泥再生処理センター施設整

備基本計画の策定業務委託先と

委託料について 
 
(1) 岩手県大船渡市の林野火災消

防隊員派遣の状況と教訓、今後

の取り組みについて 
 
(2) 大規模な災害時における住ま

いの確保と生活支援の状況につ

いて 
 
(3) 山林火災の多い経験値の高い

海外へ消防隊員の派遣又は海外

から消防局指導者を呼んでの研

修について 
 
 
 
 
 

 
管理者 

担当者 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

管理者 

担当者 



 
2 

 
2 

 
髙 野 佳 男 

 
1. 入札について 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2. 水道関連施設の修繕

計画と経営健全化につ

いて 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
(1) 昨年度から今年度にかけて実

施された入札に関し、以下の案

件は最低制限価格と入札額が同

額でしたが、このようなことは

よくあるのでしょうか。 
・（ゼロ債務）国道 299 号線外配水

管布設工事（建設工事/土木） 
・県道秩父荒川線送水管布設工事 
（秩父管内）（建設工事/土木） 
  
(2) 同じく、調達区分が「建設工

事」、業種/業務が「水道施設」に

区分される入札は 4 件実施され

ましたが、すべて同一業者が落

札していますが、特に問題はな

かったのでしょうか。 
 
(3) 予定価格と最低制限価格の比

率は、調達区分－業種/業務によ

って開きがあるようですが、こ

れらに関しては一定の指針や基

準、もしくは算定式等があるの

でしょうか。 
 
 
(1) 秩父広域市町村圏組合水道事

業経営審議会（以下「審議会」）

の第 4 回議事録によると、令和

8 年から令和 17 年にかけて年間

20 億円を設備の更新等に充当

し、そのうちの 15 億円を管路事

業（約 7 ㎞）、4 億円をその他の

緊急性や重要度の高い設備の更

新、残り 1 億円を広域化事業の

残事業に充当する予定であると

されていますが、それぞれの具

体的な計画（実施地域、実施時期

等）はどのようになっているの

でしょうか。 
 
(2) 水道料金の改定率を 51％に設

定する過程で、資産維持率はど

 
担当者 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

担当者 
管理者 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3. 水道水の利用促進に

ついて 

のように設定されたのでしょう

か。また、上記議事録では「大体

5 年おきに料金改定をしていく」

ことが見込まれているようです

が、再度水道料金の改定が必要

になった場合も資産維持率は同

じ水準に設定されるのでしょう

か。 
 
(3) 上記会議録の中で審議会会長

が「現在の経営は企業債の残高、

あるいは企業債の依存率は健全

経営とは程遠いもので、段階的

に健全化していく視点が必要と

なります。」と発言されています

が、現時点での企業債残高と今

後の経営健全化に向けての計画

はどのようになっているのでし

ょうか。 
 
(1) 水道事業の経営健全化のため

には、収益の改善が不可欠であ

り、そのためには設備の改修に

より漏水対策を講じることで利

益率を向上させることともに、

水道水の利用を促進し料金収入

を増加させることが課題である

と考えます。夏は水の使用量が

増える時期なので、広く水道水

の使用を呼びかけるキャンペー

ンを実施してはよいのではない

かと思いますが、当局のお考え

をお尋ねいたします。（水道水は

環境省により51項目もの水質基

準値が定められており、衛生と

安全性に関しては、一般に市販

されているミネラルウォーター

やボトル入りの飲料水よりもは

るかに高い基準が設定されてお

り、また何よりも水道水はミネ

ラルウォーター等（500 ミリリッ

トル入りのペットボトル 1 本が

約 100 円）の約 1,000 分の 1 の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

担当者 
 



金額と非常に安価です。） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 


